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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、抗酸化機能を持つミトコンドリアタンパク質をコードしています。このタンパク質は、チフス菌アルキルヒドロペルオキシド還元酵素のC22サブユニットに類似しており、C22サブユニットを欠損する大腸菌において、アルキルヒドロペルオキシドに対する細菌耐性を回復させることができます。ヒトとマウスの遺伝子は高度に保存されており、マウスとヒトの染色体間でシンテニーな領域にマッピングされています。最近クローニングされた哺乳類ホモログとの配列比較から、これらの遺伝子は細胞増殖、分化、および抗酸化機能の制御を担うファミリーを構成していることが示唆されています。このファミリーメンバーは、細胞を酸化ストレスから保護し、前立腺癌における細胞生存を促進することができます。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。関連する擬似遺伝子は、1番、3番、13番、22番染色体上に同定されている。[RefSeq提供、2014年10月],触媒活性:2 R'-SH + ROOH = R'-S-S-R' + H(2)O + ROH.,機能:細胞の酸化還元制御に関与する。ラジカル生成システムによる酸化的ダメージからラジカル感受性酵素を保護する。MAP3K13と相乗的に作用して、細胞質中のNF-κBの活性化を制御する。,その他:酸化ストレスによりCys-108が過剰酸化されてCys-SO(3)Hになり、不可逆的に不活性化される。,その他:活性部位は、Cys-SOHに酸化された酸化還元活性なCys-108である。 Cys-SOHは他のサブユニットのCys-229-SHと速やかに反応し、分子間ジスルフィド結合を形成し、同時にホモ二量体を形成する。その後、チオレドキシンによるジスルフィドの還元によって酵素は再生する可能性がある。,類似性：ahpC/TSAファミリーに属する。,類似性：1つのチオレドキシンドメインを含む。,サブユニット：ホモ二量体；酸化によりジスルフィド結合を形成する（類似性による）。MAP3K13に結合する。,
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	パラフィン包埋ヒト肺癌組織における PRX III 抗体の免疫組織化学分析。
	

	PRX III 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解液のウェスタン ブロット分析。
	

	PRX IIIポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

